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中野　彩
　タイム ･ ファンタジーのジャンルにおいて、エポック ･ メイキング的な役割を果たした
のは、H・G・ウェルズ (Herbert George Wells) の『タイムマシン』（The Time Machine, 
1896）であろう。事実、この作品以降、メカニズムを用いた時間移動のモチーフは SF の
世界で隆盛を極める。彼が「SF の父」と呼ばれる所以である。
　では児童文学においては時間移動のテーマはいつ、どのように展開されはじめたのだろ
うか 
1
。時間移動が児童文学において描かれるようになったのは、20 世紀初頭であり、そ
の創成を担ったのはウェルズと親交のあった E・ネズビット (Edith Nesbit) である。代表
作は、1906 年に発表された『魔よけ物語』(The Story of the Amulet, 1906) である。こ
の作品は、半分に割れてしまった「魔よけ」の力で時を越え、残る半分の「魔よけ」を捜
す 4 人の子どもたちについての物語である。
　その後タイム・ファンタジーが児童文学の世界で決定的な位置を占めるようになった
のは 1939 年だといえる。タイム・ファンタジーの傑作として評価されるヒルダ・ルイス
(Hilda Lewis) の『飛ぶ船』(Ship That Flew, 1939)、アリソン・アトリー (Alison Uttley)
の『時の旅人』(A Traveller in Time, 1939)、そして児童文学の分野ではないがタイム ･
ロマンスの名著であるロバート・ネイサン (Robert Nathan) の『ジェニーの肖像』(Portrait 
of Jenny, 1939) が次々に出版され、豪華な顔ぶれが揃った年であった。
　児童文学においてタイム ･ ファンタジーが過去を好んだという点を考えると、作中で時
間移動を行う主人公達がどのように過去に対峙するのか、というのは大きな問題となる。
本論ではヒルダ・ルイスの代表作『とぶ船』を例に、主人公達が時間移動によって赴いた
過去の世界の人々とどのように交流したのかを中心に時間移動のあり方について論じる。
まずは『とぶ船』についてストーリーを簡単に説明しよう。
ある日、グラント家の 4 兄弟の長男ピーターは、母が病気のため 1 人で歯医者に行っ
た帰り道、偶然迷い込んだ通りで小さな古道具屋を見つけて足を止める。雑貨や装飾
品が並ぶ店内に、彼がまさに欲しいと思っていたような小さな船の模型を見つけたか
らである。すっかり心を奪われた彼は勇気を出して店内に入り船の値段をきいてみる。
すると店主はピーターの全財産に少し足した額、と答えた。船に魅了されたピーターは、
お小遣いと帰りのバス代、のみならず父親に返すはずだったお金も全て渡して魔法の
船を手に入れてしまう。その帰途、ピーターは船が持ち主を望んだ通りの場所に運ん
でくれる力を秘めていることに偶然に気づく。早速その船に乗って家に帰ったピーター
1　SF において時間移動の理論が重要なテーマとなり、また時間移動を可能にする要因としてしばしば超能力者が描か
れたのとは対照的に、児童文学におけるタイム ･ ファンタジーでは、興味の対象はもっぱら「過去」への時間移動であり、
登場人物自身の力によって時間移動が可能になるという設定はほとんどみられないことを指摘しておきたい。
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は、弟妹であるシーラ、ハンフリ、サンディにその秘密を打ち明け、そこから空間移動、
やがては時間移動につながる旅がはじまる。母親のいる病院や隣町、そして古代エジ
プト、ウィリアム征服王時代、ロビン・フットがいた頃のイギリス、北欧神話の世界
へと様々な地に行く様子が伸び伸びと表現されるタイム ･ ファンタジーである。
　『魔よけ物語』の影響の色濃い本作においても、時間移動は世界史観光ツアーの様相を
強く帯びることになる。それは、子ども達が魔法の船が時間移動の能力を持っているかも
しれないとはじめて話し合う場面で、会ってみたい歴史上の様々な人物の名前が飛び出す
ことにも表れている。しかし『とぶ船』がＥ・ネズビットの系譜を引き、時間移動を空間
移動の延長線上に見る特性がはっきりと出ているのは、彼らの移動先であろう。魔法の船
で兄弟が訪問した場所を羅列すると以下のようになる 
2
。
第 1 の移動　船を買い一文無しになったピーターが自宅へ帰るのに使用。（空間移動）
第 2 の移動　兄弟と隣町へ行く。　　　　　　　　　　　　　　　　　　（空間移動）
第 3 の移動　入院する母の許へ行く。　　　　　　　　　　　　　　　　（空間移動）
第 4 の移動　エジプトのバザーに行く。　　　　　　　　　　　　　　　（空間移動）
第 5 の移動　北欧神話の神々の住処、アースガルドへ行く。　（時間移動と空間移動）
第 6 の移動　ウィリアム征服王時代に行く。　　　　　　　　　　　　　（時間移動）
第 7 の移動　ファラオの遺跡に行く。　　　　　　　　　　　　　　　　（空間移動）
第 8 の移動　古代エジプトへ行く。　　　　　　　　　　　　（時間移動と空間移動）
第 9、10 の移動　再びウィリアム征服王時代に行き、
　　　そこに住む少女を連れて来てしばらく滞在させた後、送り届ける　（時間移動）
第 11 の移動　ロビン ･ フットの時代へ。　　　　　　　　　　　　　　 （時間移動）
第 12 の移動　再び船を買った古道具屋へピーターが船を返しに行く。　 （空間移動）
ここで気づくのは、第 4 の移動までの空間のみの移動では自宅、隣町、病院、エジプトと徐々
にその目的地が遠くなっていること、第 5 の移動以降の時間移動の旅では、神話の世界
の後にウィリアム征服王時代をはさむものの、古代エジプト、ウィリアム征服王時代、ロ
ビン・フットの時代と少しずつ現代に近づいている点であろう。空間移動で目的地が徐々
に遠くなった後に時間移動が来ていることから、時間移動が空間移動の延長線上にあるも
のとして描かれていると考えることができる。一方、時間移動に着目すると、教科書で学
ぶ順番をなぞるように時代が徐々に下っていく。この点は前述した世界史観光ツアーとし
ての向きが見られる部分でもある。
　しかし一方で、時間移動と空間移動を等質と見ることへの疑問 
3
も投げかけられている。
2　本作において ’The First Adventure’「最初の冒険」という章題に掲げられた移動は、入院している母に会うための第
3 の移動からであるが、上記のリストではピーターが船を入手した時点からの移動を最初からまとめている。（）内は移
動の種類である。
3　青山拓央（2002）『タイムトラベルの哲学』講談社、149 頁。時間と空間について、「時間を空間的なモデルとして
表現してしまった瞬間、時間の本質的な要素の多くは失われている。」と述べている。
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本作では時間移動は空間移動と等質なものとして扱われる一方、空間移動にはない特徴を
備えたものとして描かれているのである。以下にその例として、子ども達がはじめて過去
へ向う移動を描写したシーンを引用したい。
As soon as the children stepped inside, the ship rose high into the air. Suddenly it stopped dead. 
A great black cloud was racing swiftly over the sky. It enfolded the magic boat and the four 
children shivered in the cold and the darkness. ”What’s happened?” Sandy asked anxiously
….For what seemed ages the children sat perfectly still, staring into the solid blackness. It was 
darker than the darkest tunnel, and they could not see even each other’s faintest outline….They 
sitting very still in their places. Gradually the darkness began to thin at the edges. A faint gray 
broke through….The gray sky was stained with rose as at sunset. The light deepened in broad 
bands. Suddenly the sun burst through, fierce and bright as after a storm. The sky was clear 
and very blue about them. 
4
子ども達が乗り込むやいなや、船は空高く上った。そして急に止まった。大きな黒い
雲がとても速く空を飛んでいた。雲は魔法の船を包み、子ども達はその雲の中の寒さ
と暗さに震えた。「どうしたの？」サンディが心配そうに尋ねた。･･････ 随分長い間、
子ども達はじっと座って真っ暗な闇をにらんでいた。その闇は真っ暗なトンネルより
も暗くて、他の子ども達の顔をぼんやり見ることさえ出来ない。･･････ 子ども達は
自分の席にじっと座っていた。段々と暗闇が隅の方から薄れはじめた。灰色の光が中
まで差し込んできた。･･････ 灰色の空は夕焼けの時のようにばら色に染まった。光
は広い縞を作って濃くなり、それから急に日光が嵐の後のように鋭く差し込んだ。空
が青く澄んでいた。
こうして黒い雲（作中では ’the time cloud’「時の雲」と呼ばれる）の中から再び明るい空
に出た船は、その後水平飛行を一定時間続けた後、緩やかに着地して子ども達を目的の地
に届ける。ここで注目したいのは、船の辿った経路である。この場面で、船は垂直方向に
上昇した後一旦停止 
5
し、その後水平方向に移動のベクトルを変えて飛行する。そして徐々
に着陸態勢に入るのである。つまり魔法の船による時間移動は垂直軸で、空間移動は水平
軸で表現されていると言える。それは 7 章で、ウィリアム征服王の時代のイギリスに行
く時に、船が垂直に上昇し、雲の中で一旦止まってそのまま垂直に下降するという経路を
通ったことからも見て取れるところだ。
　この描写からわかるのは、本作における時間移動と空間移動が同じ平面上の移動である
ということである。両者は二次元のグラフ上を、垂直方向と水平方向の、つまり時間と空
間の二段階に分けて移動する。2 つの移動はベクトルが違うだけで質を同じくする移動と
言うこともできるだろう。しかし本作が時間移動と空間移動を明確に段階を区切って表し
た点は興味深い。
4　Hilda Lewis, The Ship Flew: New York: S.G. Phillips, 1958: 69-70.  和訳は筆者による。
5　黒い雲が素早く動く様は、船が一旦停止しているのではなく、子ども達が知覚出来ない程のスピードで動いている
可能性も示唆している。アインシュタインの時間移動の理論を連想させる部分でもある。
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　『とぶ船』を分析する上で、6 章の ’Frey’s Ship’「フレイの船」は非常に重要な章となる。
何故なら、本作におけるはじめての時間移動がなされる章であり、同時に魔法の船の由来
とそのタブーが明かされる章だからである。この章は、北欧神話の本を読んでいたピーター
が魔法の船と思われる船、スキーズブラズニル 
6
についての記述を見つける場面からはじま
る。彼は本の内容から、自分達が持っている魔法の船が、元々はオーディン 
7
によって彼の
息子フレイに結婚祝いとして贈られたものであることを知る。そこで兄弟達ははじめて魔
法の船ならば、時間移動もできるのではないか、ということに思い至り、遥かな過去にあ
る北欧神話の神々がいる世界、アースガルドを目指すことになる。
　こうしてたどり着いたアースガルドで、子ども達は主神オーディンの歓待を受けること
になる。ここでオーディンが、ピーターが魔法の船を買った古道具屋の店主と同一人物で
あることが匂わされる 
8
点は非常に興味深い。この作品では、魔法の船の所有権は、オーディ
ン→フレイ→（何者かに盗まれる）→古道具屋の店主（オーディン）→ピーターと移って
いく。つまり、正規の方法で船の所有権が移る際には必ずオーディンが関わってくるので
ある。6 章においても、ピーターに船の所有権を主張し、返せと迫ったフレイを諌め、オー
ディンは仲裁役を務めている。この時、兄弟は自分達が魔法の船を必要としなくなった時
は船を返すと約束しているのだが、実際物語の結末で子ども達が船を忘れてしまった時、
唯一覚えていたピーターが船を返しに行ったのもオーディンのもう一つの姿である古道具
屋の店主の許へ、であった。
　ここで重要なのは、このシーンで子ども達がオーディンから魔法の船の持つ重要なルー
ルを聞かされたという点である。そのルールとは、魔法の船は持ち主の住む世界より未来
の世界へは行くことができないというものであった。ここでネズビットの作品の例を想起
したい。ネズビットの作品の中で子ども達は、現代では既に失われてしまったものを見つ
けるという目的を持って時間移動をなしていた。よってそこには、未来ではなく過去に向
かうことの必然性が存在していたのである。しかし、純粋にエンターテイメントの道具と
して時間移動の力を提示してしまった本作では、子ども達が過去へ行くのと同じ感覚で未
来へ向う可能性があった。そのため作者は、オーディンという絶対者であり船の所有権を
司る彼に、「船は未来へは行けない」というルールを示させることによってその可能性を
閉ざしたのである。
　なぜ児童文学においてタイム・ファンタジーは過去に向かったのであろうか。しかしこ
の問題について考える時、重要なのは「なぜ」過去に向かったのかということではなく、
過去へ向かった「結果」ではないだろうか。作品の中で主人公が過去に行くことについて、
菱田信彦は、タイム ･ ファンタジーの作品中で過去に向かうことについて、「過去の事件
6　北欧神話においてフレイが所有した船。全ての神族を乗せるほど巨大な帆船であるが、折りたたむと袋に入る程の
サイズになる。船を広げると、どこからともなく風が吹き船を進めるという。
7　北欧神話における最高神。絵画などでは、片目が無く、長い白髭を持った老人で、つばの広い帽子を被り、グング
ニルという槍を持った姿で表される。
8　古道具屋の店主はひどく年老いているものの、片目に眼帯というオーディンの特徴を備えている。またピーターの
中に生じた店主とオーディンが同一人物でないかという可能性に対して、オーディンは思わせぶりな態度を取っている。
更に物語の結末でも、ピーターが古道具屋の店主に対しオーディンと同じ人物であると気づいたことが暗に示される。
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が主人公の目を通して表象される」「自分の知識と体験の再構築」 
9
と述べている。これはリ
リアン・スミスによる歴史小説についての言及、「史的データをこえて、過去の時代をど
う見るか、その見方を提出することでなければならない」 
10
という言葉にも通じるところで
あろう。つまり時間を遡行することとは、過去と現在の間のどこかに存在するプロセスの
確認という要素を帯びることを示している。『魔よけ物語』のケースとは異なり、時間移
動が未来へと向かう可能性も持ち合わせていた本作において未来に行くことをタブーとし
たことには、児童文学がタイム・ファンタジーという形式を用いる時、過去と現在の間の
プロセスの確認という効果を目的としたためとも考えられるのである。
　さて、『とぶ船』の特徴の一つに、兄弟達による大胆な過去への介入が挙げられる。ヒ
ルダ ･ ルイスの本作品において示されたケースは積極的なものである。中でも重大な介入
として、ウィリアム征服王時代に生きる少女マチルダを現代に連れてきてしばらく滞在さ
せたこと、ロビン ･ フットの部下ディッコンを刑死から救い現代に移住させたことが挙げ
られるだろう。
　ウィリアム征服王時代の少女マチルダと兄弟の邂逅は、作中で 2 度語られる。1 度目は
7 章において、「とぶ船」が時間移動も可能な乗り物であることを知った子ども達が、ウィ
リアム征服王時代に向かう場面である。そこで彼らは領主の娘、マチルダと知り合うが、
かれらを不審に思ったマチルダの父によって牢屋に閉じ込められてしまう。しかしマチル
ダが危険を冒して子ども達を救出し、彼らは魔法の船に乗って無事現代への帰還を果たす。
この 1 度目の出会いでマチルダに友情を感じた子ども達は、12 章において再びマチルダ
の許を訪れて、彼女を現代に招待しようと考える。現代に連れてこられたマチルダはその
生活を満喫し、グラント家の子ども達と楽しい時間を過ごすが、彼女の父が建てた教会で
催されたバザーを訪れた後、彼女は現代に対する違和感を急速に強めて、過去へと帰って
いく。
　このエピソードには、2 点重要な点が含まれている。1 点目は、この作品における時間
移動の第 2 のタブーが示されている点であろう。
“Back?” echoed Matilda. “Of course! We’re going to take you back with us in the flying-ship. 
You do want to come, don’t you?” “Of course!” Matilda said a little doubtfully. “I suppose I 
do. But it will not be easy. You see, first I have to get out of the castle without being seen. And 
then I shall be missed; and that will be awkward when I return.”  
11
「戻る？」とマチルダは繰り返した。「勿論！私達はあなたをあの船に乗せて一緒に連
れて行くの。あなた来たい？」「勿論！」マチルダは少しあやふやに言った。「そうで
きたらいいなと思うわ。でも簡単じゃない。知っていると思うけど、まず誰にも見ら
れずに私は城を出ないといけない。それにそうすると私がいなくなる。戻ってきたと
きに気づかれてしまうわ。」 
9　菱田信彦（1993）「タイム ･ ファンタジーの物語効果」『Tinker Bell』No39、4 頁。
10　リリアン・スミス（石井桃子訳）（1964）『児童文学論』岩波書店、302 頁。
11　Hilda Lewis,. The Ship Flew: New York: S.G. Phillips, 1958: 177.
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シーラがマチルダを迎えに行った時、偶然マチルダの父は領地視察の旅に出ていて城を留
守にしているのだが、彼女の 20 世紀での滞在が長くなれば、父が帰ってきてしまう危険
性がある。マチルダは、ピーターやシーラ達の暮らす時代に行っている間、彼女が彼女の
時代において不在になってしまうことについて心配しているのである。加えてマチルダは
物語の序盤、ピーター達が城に来て捕らわれた際に彼らを逃がすことに加担しているため、
父に疑惑の目で見られおり、姿を消すことは怪しまれることを意味している。しかし、彼
女が好きなだけ 20 世紀に滞在した後、彼女が中世を出発した日に送り届ければ、マチル
ダは彼女の時代（中世）において不在の時間なしに、現代を満喫して戻ってくることがで
きる。ところがこの案は登場人物の誰からも出てこない。当前のように、マチルダが中世
に帰ると出発した時から 20 世紀で過ごした期間分経過した中世に戻ることになる。
　先で述べたように、魔法の船は持ち主にとっての未来に行くことを禁じているものの、
現在と過去においてはどこでも望み通りの時代、場所に行けるということになっている。
つまりルールだけをとって考えてみれば、マチルダを現代に向けて出発した直後に送り届
けることに問題はないのである。事実 SF の分野には、主人公が時間移動の旅をしている間、
主人公にとっての現在の時間が全く動かない作品も存在する。もし、不在の時間を操作す
ることができたなら、マチルダは人に気づかれることなく、また父が旅から戻ってくる日
を気にすることなく、ピーターらとの暮らしを楽しめたはずである。しかし、本作におい
てそうした可能性が模索されることはない。これはネズビットの『魔よけ物語』にも共通
する特徴である。これらの作品の登場人物達は、時間移動した先で過ごした時間をショー
トカットしようとはせず、時間移動で向かった先で過ごした時間分、時計の針を進めた現
在に戻ってくるのだ。これは同年に生まれたアトリーの『時の旅人』には見られない特徴
である。
　もう一点、マチルダが現代にやってくるエピソードで重要になるのは、ピーターらの家
の近くに建つ教会とマチルダの関係であろう。現代にやってきて 2 日目にその教会を目
にした彼女は、その瞬間から教会に心を奪われている。
There was something about this place, something――She[Matilda] was sure she had been 
here before. 
12
この場所には何かある。何かが――マチルダは確かに以前ここに来たことがあると
思ったのだ。
この後、この教会が実は彼女の父親の建てたものであることが判明する。つまりこの場面
で彼女は、自分の父が建設途中の建物の 800 年以上先の姿を見ていることになる。言わ
ば、彼女にとっての未来を目にしているのである。この教会は、彼女にとっては設計時か
ら身近にあった教会で、この教会を建てるためにマチルダ一家は節約を余儀なくされた時
期もあり、家族において教会が重要なものであることが強調されている。また、建設現場
12　Hilda Lewis, The Ship Flew: New York: S.G. Phillips, 1958: 187.
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に立って見回る父の姿を覚えている彼女は、教会が古いことについてピーターたちが不満
を口にすると癇癪を起こし、バザーがあると聞けば奉仕の心から素晴らしい刺繍のついた
袋を作って寄付している。彼女にとって教会は、未来にあっても重要な位置を占めるもの
として描かれる。しかしマチルダが教会に執着するのはそれだけが理由ではない。彼女に
とっての教会の意味が明確に示されるのは、バザーの帰り道である。バザーは大盛況に終
わり、マチルダの作った刺繍は最高値で売れたにもかかわらず、マチルダの心は急速に現
代の安楽な生活に違和感を覚えはじめている。興奮するグラント家の子ども達の中で、彼
女は 1 人物思いにふける。以下はその引用である。
As they[Matilda and Grant brothers] passed the old church, dark against the sunset sky, 
Matilda said softly, “I’d like to go inside just for a minute. I’d like to remember what it’
s going to look like!” …She looked up at the old Norman arches, half hidden in the gloom, 
and whispered, “I shall see you again!” She looked up at the tattered silk banners that had 
been taken in far-off battles, and at the marble crusader sleeping crossed, in the dusk, and she 
whispered, “But you I shall not see again!”…”We shall come back for you!” Sheila promised. 
Matilda faced them in the starlight. “No,” she said very gently. ”I must live my own life in my 
own way and in my own time.”  
13
夕焼けを背に古い教会を通りかかった時、マチルダは柔らかに言った。「ちょっと中
を見たいの。教会がどんな風になるのか覚えておきたいから。」･･････ 彼女は暗がり
で半分隠れた古いノルマン式のアーチに「あなたにはまた会えるわね」とささやいた。
それから遠い戦いから持ってこられたぼろぼろの絹の旗を見上げ、また、足を組んで
眠っている大理石の十字軍の勇士を眺め、「けれど、あなたに会うことはもうないで
しょう」とささやいた。･･････「私たちあなたを（また）連れに来るわね」とシーラ
が約束した。マチルダは星明りの中で彼らと向き合っていた。そして優しく「いいえ。」
と答えた。「私は私の人生を私のやり方、私の時代で生きなくてはならないの。」
上のシーンの後、マチルダは中世に帰っていく。彼女にとって教会がどのような意味を持
つのか考える時、教会は彼女の時代が後の世までずっと続くという動かぬ証拠であり、い
きなり連れてこられた世界が確かに彼女の属する中世の未来の姿であることを証明するも
のであると念頭に置かなくてはならないだろう。見知ったものの何もない時代にやってき
た彼女にとって、教会は唯一の確かなものなのである。しかしそれ以上に、マチルダに
とって現代の教会は、彼女が知る歴史と彼女が知ることのない歴史の両方を提示するラン
ドマークとしての機能を持つのではないだろうか。それは彼女が教会の中のアーチや石像
にそっと声をかける上記の場面に表れている。時間移動を経験した彼女が、過去と未来の
両方を内包したランドマークに触れることで、本来いるべき時代に帰っていく（そして二
度と現代に来ない）というストーリーは、ランドマークの元々の意味を想起させるとも言
えるだろう。本来ランドマークとは、探検家が探検中にある特定の場所に再び戻ってくる
13　Hilda Lewis, The Ship Flew: New York: S.G. Phillips, 1958: 203-204.
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ための目印であった。つまり教会は、彼女の時代が築いたものがこの先も続いていくとい
う連続性を確認するものであると同時に、彼女にとっての未知の世界である未来の世界か
ら道を見失わず帰るための目印としての意味を持っていたのである。
　もう一つ重要な点がある。それはマチルダが、教会がこれから存続していくであろうと
いうことに感じている連続性が、ピーターらが生きる現代においては、既に確定した過去
のものであることである。マチルダが過去にいる時点では未来のものである十字軍の勇士
の像も、彼女が現代にいる時点では過去の遺物に過ぎず、マチルダは自分が死んだ後に起
こった歴史的事件をモチーフに作られた石像を過去のものとして眺めることで、現代に存
在していることの違和感を決定的なものとし、元々属する世界である中世に帰っていく決
意をしたと考えることができる。
　次にロビン ･ フットの時代の人物であるディッコンを現代に連れてくるエピソードの分
析に移りたい。
　ディッコンが登場するのは 14 章、15 章である。ハンフリが落とした機関車の玩具を
探してロビン ･ フットの時代にたどり着いた子ども達は、ロビン ･ フットの部下である
ディッコンという名前の少年が、魔術を使うという罪状で絞首刑にされるという噂を耳に
する。実はディッコンは、ハンフリの落とした機関車を拾ったことが原因で不審に思われ
たために、死刑を言い渡されたのであった。兄弟は彼を救い出すために、ロビン・フット
に彼の危機を知らせて奮闘し、ディッコンを現代に連れ帰ろうとするが、時間移動の途中
でディッコンはおもちゃの機関車と共に時の雲の中に落下して行方不明になってしまう。
しかし後日、兄弟の家に訪れた新しい庭師は、記憶をなくしたディッコンの成長した姿で
あった。ここから読者は、時の雲の中に落ちた彼が、子ども達の住む現代よりもほんの少
し前に落ちたことを推測する。
　このエピソードでは、ハンフリの機関車のおもちゃとディッコンは不思議な因果関係を
もって語られている。ここで子ども達は、人の生死に関わるという大きな介入をしている
ように一見思えるかもしれない。しかしディッコンの死は、ハンフリの落としたおもちゃ
が原因となっているため、20 世紀の子ども達である彼らがディッコンを死から救うとす
る行為は、過去への軌道修正といった要素をも感じさせる。
　時間移動とは、いわば 100 年の時の隔たりを越えるために 100 年の時をかけない移動
である。つまりある意味で、時間移動は時間の省略と言い換えることもできる。この点を
踏まえて本エピソードについて考えてみると、時間移動によって何百年もの年月を省略し
てきたディッコンと機関車のおもちゃが、数年という短い年月で姿を変えていることに気
づく。時間移動という魔法で遊ぶのとは違い、歳月を重ねて年を取ることを示したこのエ
ピソードは、子ども時代の終わりを連想させないだろうか。事実この章の後、ピーターは
船を返しに行くのである。
　またここで、ディッコンが 13 世紀の記憶を全て失っているという点は興味深い。過去
の人物が現代に移住するためには、元いた時代の記憶を失う必要性があったのだろう。同
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じく過去から現代に来たマチルダとディッコンが、一方は元いた時代に戻ることを選択し、
もう一方は 20 世紀を生きることになるという結末の違いは、ここから来ているような気
がしてならない。
　ヒルダ・ルイスの『とぶ船』は、タイム・ファンタジーの先駆者であるネズビットの作
品に見られる時間移動の性質をいくつか受け継いでいる。例えば、時間移動は空間移動の
延長にあるものとして描かれ、『魔よけ物語』同様、世界史観光ツアーといった側面が強
調される。子ども達にとって時間移動は冒険を味わうためのエンターテイメントであり、
そのため実際に過去に行っているという実感に乏しい。結果として、子ども達は過去に介
入することに抵抗感を抱かない。むしろ自由に過去の人物を現代に招き、現代を去ろうと
する過去の人物を引き止める程である。
　しかしその一方で、本作では「とぶ船」が時間移動の際には垂直に移動し、空間移動の
際には水平に移動しているように 2 種類の移動が描かれている。この点で本作は、時間
移動に空間移動とは違った側面を与えており、ネズビットの示した時間移動を一歩踏み出
した時間移動を提示したと言える。こうした変化に付随してか、本作では過去の人物によ
るものではあるが、過去と現在の連続性が示される。これは『魔よけ物語』には見られなかっ
た特徴である。作品の中で、過去から現代にやってくる 11 世紀の少女と 13 世紀の少年は、
一方はランドマークに触れることで本来属する世界である過去へと帰って行き、一方は記
憶を失うことで現代に移住し年齢を重ねるという対照的な運命を辿る。そこには自分の所
属する時代を確かめる姿や、そこで成長していく姿が描かれている。
　また、『とぶ船』における時間移動が、未来に向かう可能性を持ちながら、未来へは行
けないというルールを設けた点は興味深い。ここにはおそらく、過去への遡行が持つ、過
去から現在へのプロセスの確認という要素を含むという機能が関係している。ヒルダ・ル
イスは、ネズビットが示した時間移動にこのルールを加えることによって、以後児童文学
の中でタイム・ファンタジーがどのような効果を以って描かれていくかについて、その方
向性を示したとも言えよう。
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